
	報告会開催地：

	テーマ：

	


大学院教育改革支援プログラム
「研究と実務を架橋するフィールドスクール」

「院生発案共同研究」応募申請書（2010年度）

上記枠内は支援室が記入
	共同研究テーマ（和文と英文の両方を記載してください）：



代表申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　年度入学　　　　　　　　　　専攻・講座

指導教員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備論文　　　提出済・未提出　　    　
メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　緊急連絡先電話番号　　　　　　　    　
研究室の場所・内線番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他メンバー

	氏　名
	入学（編入）年度
	専攻・講座
	指導教員
	予備論提出
	メールアドレス

	
	年入学
	
	
	済・未
	

	
	年入学
	
	
	済・未
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．共同研究の目的を記載してください。また共同研究テーマを設定するに至った背景を記載してください。


	２．共同研究報告会開催日と場所の予定：


	３．共同研究報告会前後の行程、滞在日程・日数（旅行伺作成を念頭において、メンバーごとに、日付、出発地、目的地、用務先、用務内容を具体的に記して下さい。）
【記入例】用務内容の例：○○についての報告会開催；○○植生についての広域調査；地域医療と公衆衛生に関する聞き取り；参加型開発手法に関する聞き取り。用務先(・訪問先)の例：マニラ市・フィリピン保健省； シャン州カロー郡ティンニー村・ティンニー村落開発委員会；アジスアベバ市・アジスアベバ大学＊公的な機関名がのぞましいです。

（航空運賃）
（その他の必要な経費）



	４．希望支援額（上限額70万円。申請額に添えるとは限りません）：約　　　　　　円

内訳（積算の根拠を示して下さい）：



	５．他からの助成： 無 ・ 有　・　申請中　   *有or申請中の場合は、助成機関、期間と金額
（メンバー名ごとに明記してください。）




	６．共同研究の活動計画（概ね３期にわけて記してください）。

＜2010年６月～８月＞
＜９月～１２月＞

＜2011年１月～3月＞




共同研究テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

	７．各メンバーの研究テーマと研究目的、特色、期待される成果、今後の調査・研究計画、それぞれの研究活動における共同研究の位置づけ（メンバーごとにＡ４用紙1枚程度の分量にまとめて提出してください）




共同研究テーマ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	（メンバー１人ずつについて作成のこと）

８．研究業績：（下記の項目について申請者が中心的な役割を果たしたものがある場合は項目に区分して記載すること。申請者にアンダーラインを付すこと）
(1) 学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書

（査読の有無を区分して記載すること。査読のある場合、印刷済及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く）
著者（申請者を含む全員の氏名を、論文と同一の順番とする）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年をこの順で記入すること。

(2) 学術雑誌等又は商業誌における解説、総説

(3) 国際会議における発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を区分して記載すること）
　　著者（申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番で記載すること）、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載

　　すること。発表者に○印を付すこと。

(4) 国内学会・シンポジウム等における発表

　　　(3)と同様に記載すること。



申請書提出先：kaikaku@asafas.kyoto-u.ac.jp  Fax:075-753-9655
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